
【2023年春 ⼤⼝の業務委託トライアル受付開始】企業の⼈⼿不⾜【2023年春 ⼤⼝の業務委託トライアル受付開始】企業の⼈⼿不⾜
を解消するSDGsなパートナー「共同受注窓⼝倉敷」を解消するSDGsなパートナー「共同受注窓⼝倉敷」

岡⼭県の障がい者就労継続⽀援事業所76施設をまとめる「共同受注窓⼝倉敷」。この春、全国の企業から⼤岡⼭県の障がい者就労継続⽀援事業所76施設をまとめる「共同受注窓⼝倉敷」。この春、全国の企業から⼤
⼝の外注受付を開始しました。⼝の外注受付を開始しました。

「共同受注窓⼝倉敷」（事務局 NPO法⼈まこと：岡⼭県倉敷市）は、2023年春以降の業務委託受付を開始しました。岡「共同受注窓⼝倉敷」（事務局 NPO法⼈まこと：岡⼭県倉敷市）は、2023年春以降の業務委託受付を開始しました。岡

⼭県内に限らず広く全国の「SDGsな業務委託パートナー」をお探しの企業から新規業務委託を募集。単⼀の障がい者就⼭県内に限らず広く全国の「SDGsな業務委託パートナー」をお探しの企業から新規業務委託を募集。単⼀の障がい者就

労継続⽀援事業所では対応しづらい⼤⼝受注や⾼品質の業務委託ニーズにお応えします。共同受注窓⼝倉敷は、現場の障労継続⽀援事業所では対応しづらい⼤⼝受注や⾼品質の業務委託ニーズにお応えします。共同受注窓⼝倉敷は、現場の障

がい者の⽅の特性や76施設を最適にコーディネート。「企業の⼈⼿不⾜の解消」と「障がい者の⼯賃⽔準の向上」さらがい者の⽅の特性や76施設を最適にコーディネート。「企業の⼈⼿不⾜の解消」と「障がい者の⼯賃⽔準の向上」さら

には「働き⽅のダイバーシティ拡⼤」、令和にふさわしいSDGsビジネスの３⽅良しを達成できるよう事業展開していまには「働き⽅のダイバーシティ拡⼤」、令和にふさわしいSDGsビジネスの３⽅良しを達成できるよう事業展開していま

す。す。

2020年よりサービスを開始した「共同受注窓⼝倉敷」（事務局 NPO法⼈まこと：岡⼭県倉敷市）は、岡⼭県内外問わず

これまで多くの企業・⾏政から業務委託を受け作業を⾏なっています。請負の範囲も、商品開発から⾷品や物品製造・配

送そして清掃業務まで、幅広く対応しています。

 

この度、共同受注窓⼝倉敷では、2023年春以降の新規トライアル

業務委託受付を開始しました。

76ヶ所の事業所パワーで、⼤⼝の軽作業・内職作業を優先的にサ76ヶ所の事業所パワーで、⼤⼝の軽作業・内職作業を優先的にサ

ポートできる体制が整ったことにより、2023年春 、企業・⾏政かポートできる体制が整ったことにより、2023年春 、企業・⾏政か

らの⼤⼝作業のさらなる業務委託を受付できる運びとなりましたらの⼤⼝作業のさらなる業務委託を受付できる運びとなりました

。。

共同受注窓⼝倉敷が、SDGsな業務委託パートナーとして、企業様

の⼈⼿不⾜を解消し業務効率化をサポート致します。

共同受注窓⼝倉敷が受諾している業務について共同受注窓⼝倉敷が受諾している業務について

請負（業務委託）請負（業務委託）

⾷品製造野菜（弁当･パン･焼菓⼦など）・農福連携

収穫（⽪むき作業など）・物品製造（さおり織･記念

品･防災グッズなど）・印刷名刺・パンフレット・封

筒など・パソコンデータ⼊⼒･デザインなど・配達業

務・縫製・ポスティング・クリーニング・清掃業務

・廃品回収 その他

内職作業内職作業

封⼊・袋詰め・シール貼り・部品加⼯・検品・その

他

 

PRESS RELEASE

報道関係各位 共同受注窓⼝倉敷 事務局



76ヶ所の事業所パワーで⼤⼝の作業ニーズにもお応え76ヶ所の事業所パワーで⼤⼝の作業ニーズにもお応え

共同受注窓⼝倉敷では、業務を発注する企業様と、障がい者就労継続⽀援事業所の間に⼊り、企業・⾏政へのコーディネ

ート・受発注の調整を⾏います。今まで単体の福祉事業所では受注できなかった⼤⼝の注⽂や様々な作業依頼にも対応し

ています。受注量の増加・販路の拡⼤を図り、そこで働く障がい者の⽅々の⼯賃が少しでも増えていく事を活動の⽬的と受注量の増加・販路の拡⼤を図り、そこで働く障がい者の⽅々の⼯賃が少しでも増えていく事を活動の⽬的と

しています。しています。

 ​

※共同受注窓⼝倉敷には、岡⼭県備中県⺠局管内で

76の障がい者就労継続⽀援事業所(2023年3⽉現在)

が参加登録しています。

 

「「障がい者の⼒を最⼤限に活かす」 障がい者の⼒を最⼤限に活かす」 共同受注窓⼝倉敷への業務委託のメリットとは共同受注窓⼝倉敷への業務委託のメリットとは

昨今のビジネス環境の変化による⼈⼿不⾜などにより、まとまった軽作

業の外注先をお探しの企業にとって、作業品質とコストのバランス⾯か

ら⼀施設だけで業務委託ニーズに応えられないケースが多いのが現実で

す。

⼀⽅、共同受注窓⼝倉敷では、障がい者のスキルや特徴に合わせた最適

な複数施設の業務コーディネートを⾏います。そのため軽作業・内職作そのため軽作業・内職作

業において⼩⼝から⼤⼝の業務までスピーディーな請負が可能になりま業において⼩⼝から⼤⼝の業務までスピーディーな請負が可能になりま

す。す。

また、都市部の事業者にとって悩みのタネである商品保管コスト⾯でも

、事務局管轄の岡⼭県内事業所にて、製造・保管・出荷まで⼀貫して対

応しています。地価の⾼い製造拠点を⾃社で抱えることなく流通コスト地価の⾼い製造拠点を⾃社で抱えることなく流通コスト

を抑えられるため、岡⼭県外からの業務提携先も増えています。を抑えられるため、岡⼭県外からの業務提携先も増えています。

 

SDGsを意識した企業の商品開発・流通の強化もサポートSDGsを意識した企業の商品開発・流通の強化もサポート

共同受注窓⼝倉敷では、SDGsに配慮した商品の開発や作業サポートも積極的に⾏なっています。以下のような企業様の

ニーズにお応えしています。

・環境配慮商品や⾷品の開発したい

・５R（Reduce（リデュース）、Reuse（リユース）

、Recycle（リサイクル）、Repair（リペア）、Refus

e（リフューズ））を意識した製造・保管・発送体制

を強化したい

・ダイバーシティ&インクルージョン・障がい者雇⽤

⽀援を⾃社商品や製造プロセスに取り⼊れたい

 



​障がい者の⼯賃向上を達成できるよう各種独⾃事業も展開しています障がい者の⼯賃向上を達成できるよう各種独⾃事業も展開しています

 

備中ドリンクBOX /  備中草刈隊 / 備中たまてBOX    

※詳しくはホームページをご覧ください

 

障がい者就労継続⽀援事業所における⼯賃⽔準を、全国の企業様とビジネスパートナーとして改善したい障がい者就労継続⽀援事業所における⼯賃⽔準を、全国の企業様とビジネスパートナーとして改善したい

⼀般的に、就労継続⽀援各事業所では⾷品の製造、加⼯を⾏ったり、内職作業や組み⽴て作業のような軽作業を⾏うこと

により対価として⼯賃を得ております。 しかし、この⼯賃の⽔準は岡⼭県では⽉額16,000円程度となっており、地域社この⼯賃の⽔準は岡⼭県では⽉額16,000円程度となっており、地域社

会で⾃⽴した⽣活を営むには障がい者基礎年⾦と合わせても⼗分とは⾔えない状況が続いております。会で⾃⽴した⽣活を営むには障がい者基礎年⾦と合わせても⼗分とは⾔えない状況が続いております。

「企業の⼈⼿不⾜の解消」と「障がい者の⼯賃⽔準の向上」、さらには「働き⽅のダイバーシティ拡⼤」、令和にふさわ令和にふさわ

しいSDGsビジネスの３⽅良しを達成できるよう、さらに多くの企業と協⼒していく予定です。しいSDGsビジネスの３⽅良しを達成できるよう、さらに多くの企業と協⼒していく予定です。

 

共同受注窓⼝倉敷では2023年春以降の業務委託トライアル受付を開始しました。共同受注窓⼝倉敷では2023年春以降の業務委託トライアル受付を開始しました。

 

76ヶ所の障がい者就労継続⽀援事業所を取りまとめることで、岡⼭県内外問わず、企業様の⼤⼝のまとまった軽作業・

内職作業にもしっかりお応えが可能です。

​業務委託トライアル受付の前に、「こんなお仕事でも依頼できますか？」「かなりの作業量ですが、納期までに可能でし

ょうか？」など、まずは事務局までお気軽にお問い合わせください。

共同受注窓⼝倉敷 事務局のプレスリリース⼀覧

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/118184

【本件に関するメディア関係者からのお問合せ先】

共同受注窓⼝ 倉敷 事務局 

（事務局：NPO法⼈まこと）

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/118184


担当 ⼭⽥ ⼸美

電話：086-442-8220 FAX：086-442-8220

お問い合わせフォーム

https://www.kyodo-kurashiki.jp/inquiry

https://www.kyodo-kurashiki.jp/inquiry
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